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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第87期

第３四半期連結
累計期間

第88期
第３四半期連結

累計期間
第87期

会計期間

　
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

　

　
自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

　

　
自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

　

売上高                   （百万円） 175,708 197,677 241,780

経常利益又は経常損失(△) （百万円） △719 1,685 253

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失(△)　　 （百万円）
△615 1,378 1,084

四半期包括利益又は包括利益（百万円） △605 8,104 5,331

純資産額                  （百万円） 46,923 61,295 52,961

総資産額                 （百万円） 230,861 267,842 247,387

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は四半期純損失金額(△)　  （円）
△4.52 10.09 7.96

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額　  （円）
－ － －

自己資本比率                （％） 19.0 21.4 20.1

営業活動によるキャッシュ・フロー 

                       　（百万円）
6,290 10,240 3,148

投資活動によるキャッシュ・フロー 

　　　　　　　　　     　（百万円）
△11,846 △8,420 △16,794

財務活動によるキャッシュ・フロー 

  　　　　　　　　　　　 （百万円）
11,050 △5,460 17,740

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高     （百万円）
20,705 17,263 19,961

　

回次
第87期

第３四半期連結
会計期間

第88期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

　
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

　

　
自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

　

１株当たり四半期純利益金額

又は四半期純損失金額(△)　　（円）
△8.09 5.40

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第87期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第87期及び第88期第３四半期

連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。　

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

 2/21



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績　

　当第３四半期連結累計期間における経営成績は、増収・増益となりました。

　当該期間の世界経済は、米国では雇用や消費が堅調に推移し、回復基調が継続しました。欧州では景気回復の兆

しが見えるものの、各国の経済成長率は依然としてばらつきがあり、回復のペースは緩やかなものとなりました。

インドをはじめ一部の新興国においては、成長率の鈍化傾向や政情不安等も見られましたが、中国での景気減速が

一服しつつある等、世界経済は総じて緩やかな回復傾向が見られました。

　一方、国内経済においては、金融・財政政策効果もあって円安と株高が進行し、景気は回復傾向にありますが、

円安による原材料価格等の上昇や消費税率の引上げによる影響等の懸念があり、先行きは不透明な状況にありま

す。　

　このような事業環境が継続する中、当社は今年度創立70周年の節目の年にあたり、中期の重点基本戦略である

「環境技術を軸とした売上成長」「体質改革による事業競争力強化」「経営システム改革による経営革新」に、全

社一丸となって取り組んでまいりました。

　これらの取り組みの結果、売上面では、環境を軸とした製品・システム・サービスの展開をグローバルに推進す

ることにより、国内外で幅広い顧客ニーズに応えることができ、増収となりました。

　利益面では、将来成長に向け、自然系冷媒ＣＯ2を軸とした環境技術開発等の投資を積極的に行いましたが、前

年度下期より取り組んできました現地生産化・内製化等の体質改革活動の効果と継続的なコスト削減および生産性

改善、これに加えて円安の追い風を受け、増益となりました。

　その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は197,677百万円（前年同期比12.5％増）、営業利益493百

万円（前年同期営業損失2,212百万円）、経常利益1,685百万円（前年同期経常損失719百万円）、四半期純利益

1,378百万円（前年同期四半期純損失615百万円）となりました。

　また、当社グループは、更なる成長を実現していくために、グループ全体の企業価値を最大化する経営体制の再

構築が必要であると判断し、持株会社体制へ移行する準備を進めております。

　

　セグメントの業績は、次のとおりです。

Ａ．自動車機器事業　

　自動車機器事業においては、日本や米国等での堅調な車両販売、環境技術を活かした新商品の投入、および積極

的な営業活動により、新商権を獲得し、売上高は前年同期に比べ増収となりました。

　利益面では、将来に向けた環境技術開発投資を行なう一方、グローバル部品調達構造改革の成果としてのコスト

削減、国内外の各拠点における生産性改善、および為替の影響により増益となりました。

　その結果、売上高は132,040百万円（前年同期比22.9％増）、営業利益は1,205百万円（前年同期営業損失3,752

百万円）となりました。

　　

Ｂ．流通システム事業

　店舗システム事業においては、顧客の成長戦略を捉えた製品・システム・サービスのトータルな提案・提供によ

り、顧客の信頼を獲得する活動を進めてまいりましたが、市場環境変化等の影響を受け減収となりました。

　ベンディングシステム事業においては、当社独自のＣＯ2ヒートポンプ自販機を基軸に積極的な環境商品の提案

活動を推進してきた結果、前年同期に比べ増収となりました。

　利益面では、継続的な生産性向上および事業体質強化への取り組みによりコスト削減に努めてまいりましたが、

流通システム事業全体での減収影響を受け、前年同期に比べ減益となりました。

　その結果、売上高は58,042百万円（前年同期比6.1％減）、営業利益は1,309百万円（前年同期比49.5％減）とな

りました。
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Ｃ．その他

　「環境技術を軸とした売上成長」という中期の重点基本戦略に基づき、自然系冷媒ＣＯ2を使用したヒートポン

プ式給湯器（エコキュート）の寒冷地対応および海外展開を推進してまいりました。加えてヒートポンプ技術を活

かした温水暖房機等において独自技術の開発を進めるために積極投資を続け、新たな事業領域の拡大に取り組んで

おります。　　　

　

（２）資産、負債及び純資産の状況　 　

Ａ．資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて20,454百万円増加し、267,842百万

円となりました。

流動資産は、7,097百万円増加し、152,047百万円となりました。これは棚卸資産が4,539百万円、その他の流動

資産が3,808百万円増加したこと等によるものです。固定資産は、13,357百万円増加し、115,794百万円となりまし

た。これは有形固定資産の増加7,534百万円および保有株式の時価上昇を主な要因とした投資その他の資産の増加

4,951百万円等によるものです。

　

Ｂ．負債

　流動負債は、支払手形及び買掛金の増加5,279百万円、短期金融債務の増加1,308百万円、その他流動負債の増加

2,446百万円等により8,498百万円増加し、140,871百万円となりました。固定負債は、長期金融債務の増加1,430百

万円およびその他固定負債の増加1,354百万円等により3,621百万円増加し、65,674百万円となりました。その結

果、負債合計は12,119百万円増加し、206,546百万円となりました。

　

Ｃ．純資産

　純資産合計は、為替換算調整勘定の増加5,753百万円およびその他有価証券評価差額金の増加1,069百万円等によ

り、8,334百万円増加し、61,295百万円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況　　　

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ2,698百万円減少

し、17,263百万円となりました。　

　

Ａ．営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益1,646百万円、減価償却費7,443百万円、売

上債権の減少5,719百万円、仕入債務の増加1,802百万円を主な要因として増加しましたが、持分法による投資利益

2,054百万円、法人税等の支払い1,595百万円等により、差引10,240百万円（前年同期比3,949百万円増）の資金を

創出しました。

　

Ｂ．投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出8,910百万円を主な支出として8,420百

万円（前年同期比3,426百万円の支出減）の資金を使用しました。

　

Ｃ．財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の減少4,984百万円を主な要因として、5,460百万円（前年同

期比16,510百万円の収入減）の資金を使用しました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。　
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《会社の支配に関する基本方針》　

Ａ．会社支配に関する基本方針の内容

　当社は、株主・投資家の皆様、顧客、取引先、地域社会、従業員等の様々なステークホルダーとの相互関係に基

づき成り立っており、ステークホルダーとの相互関係が当社の企業価値の源泉の重要な構成要素となっておりま

す。

　従いまして、当社はステークホルダーとの信頼関係の構築・強化に努め、社会・環境・経済の全ての面において

バランスの取れた経営を行い、全てのステークホルダーに対する社会的責任を果たすと同時に、当社の企業価値ひ

いては株主共同の利益の確保・向上に努めてまいります。

　当社は上場会社であるため、当社に対して投資していただいている株主の皆様には、当社のかかる考えにご賛同

いただいた上で、その意思により当社の経営を当社経営陣に委ねていただいているものと理解しております。かか

る理解のもと、当社は、当社の財務及び事業の決定を支配する者の在り方についても、最終的には、株主の皆様の

ご判断によるべきであると考えております。従いまして、当社株式の大量の買付行為がなされた場合にそれに応じ

るべきか否かは、最終的には株主の皆様の意思に基づき行われるべきであると考えます。

　しかしながら、昨今のわが国資本市場における大規模な買付等の中には、株主及び投資家の皆様に対する必要十

分な情報開示や熟慮のための機会が与えられることなく、あるいは当社の取締役会が意見表明を行い、代替案を提

案するための情報や充分な時間が提供されずに、突如として株式の大量の買付行為が強行されるものも見受けられ

ます。

　当社は、このような当社の企業価値ひいては株主共同の利益を毀損する恐れのある大規模な買付行為や買付提案

を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であると判断いたします。

Ｂ．会社支配に関する基本方針の実現に資する特別な取組みの概要

　当社は、多数の投資家の皆様に長期的に当社への投資を継続していただくために、当社の企業価値及び株主共同

の利益を向上させるための取組みとして、次の施策を実施しています。

(a)経営戦略による企業価値向上への取組み

　当社は、「環境技術を軸とした売上成長」、「体質改革による事業競争力強化」、「経営システム改革による経

営革新」を重点基本戦略として、更なる企業価値の創造に向けた取組みを積極的に展開しております。具体的な取

組みの内容は、第87期有価証券報告書　第一部第２．３「対処すべき課題」に記載の通りです。

(b)コーポレート・ガバナンスの充実・強化による企業価値向上への取組み

　昭和18年の創立以来、当社には創業の精神である「知を以て開き 和を以て豊に」が、企業文化として脈々と受

け継がれております。平成15年には、「国際社会の中で共感する普遍の価値観」及び「ステークホルダーに対する

基本姿勢」で構成される「企業理念」を制定しました。当社グループは、この「企業理念」をもとに、法令等の遵

守を基本として経営の効率性・透明性等の経営品質を向上させるという観点からコーポレート・ガバナンスの強化

に努め、国内外において、企業価値向上に向けた継続的な取組みを積極的に実施してまいります。

　当社は、経営監視機能の強化等を目的として独立性の高い社外取締役及び社外監査役を招聘することとしてお

り、現在、社外役員４名の全員を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定しております。また、取締役

の任期を１年とすることにより、経営の透明性を確保し環境変化に迅速に対応できる体制とするとともに、執行役

員制度の導入により、業務執行機能の強化及び経営の効率化を図っております。さらに、コンプライアンスやリス

ク管理に関する重要な問題を経営会議及び取締役会で適時に審議し、また内部通報制度として社内外に通報・相談

窓口を設置すること等により、倫理法令遵守体制及びリスク管理体制の整備・強化に努めております。

Ｃ．不適切な支配の防止のための取組みの概要

　当社は、平成23年６月23日開催の当社第85期定時株主総会において、上記会社支配に関する基本方針に照らして

不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止し、当社の企業価値ひいては株主共

同の利益を確保・向上させるための取組みとして導入した、当社株式の大量取得行為に関する対応策（以下「本プ

ラン」といいます。）の継続について、株主の皆様にご承認いただいております。

(a)本プランの目的

　本プランは、当社株式に対する大規模な買付行為や買付提案が行われた際に、株主共同の利益に対する明白な侵

害をもたらすような買収を防止すること、株主に株式の売却を事実上強要するおそれがある買収を防止すること及

び株主が当該提案を判断することが困難な場合に買収者に情報を提供させたり、あるいは、当社取締役会が買収者

の提示した条件よりも有利な条件をもたらしたりするため、必要な情報と検討時間及び交渉力を確保すること等を

可能とすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保・向上させることを目的としております。
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(b)本プランの概要

　本プランは、当社が発行者である株券等につき株券等保有割合が20％以上となる買付その他の取得、株券等所有

割合が20％以上となる公開買付け等を適用対象とし、これらに該当する買付等を行おうとする者が現れた場合に買

付者等に事前の情報提供を求めること、所定の発動事由に該当する買付等である場合には買付者等の有する当社の

議決権割合の希釈化を目的として新株予約権の無償割当てを実施する場合があることなど、本プランの目的を実現

するための必要な手続等を定めております。

　本プランに従い、新株予約権の無償割当てが実施されないことが決定された場合には、当該決定時以降、買付者

等は当社株式の大量買付等を行うことができます。この場合、株主の皆様において買収提案に応じるか否かをご判

断いただくことになります。

　一方、買付者等が本プランに定められた手続に従うことなく当社株式等の大量買付を行う場合や、当該買付等が

本プランに定める発動の要件を充たし、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすお

それがあることが合理的根拠に基づき明らかであると判断されるような例外的な場合には、当社は、買付者等によ

る権利行使は原則認められない等の行使条件及び当社が買付者等以外から当社株式と引換えに新株予約権を取得で

きる等の取得条項が付された新株予約権を、その時点における当社を除く全ての株主に対して、新株予約権無償割

当ての方法で割り当てます。

　本プランに従って新株予約権の無償割当てがなされ、その行使又は当社による取得に伴って買付者等以外の株主

の皆様に当社株式が交付された場合には、買付者等の有する当社の議決権割合は最大50％まで希釈化される可能性

があります。

　当社は、本プランに従った新株予約権の無償割当ての実施若しくは不実施又は取得等の判断については、当社取

締役会が最終的な判断を行いますが、当社取締役会の恣意性を排除し、その判断の客観性・合理性を担保するた

め、当社経営陣から独立した委員による独立委員会を設置し、その公正で中立的な立場からの判断を経るものとし

ております。また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合には、株主意思確認のため株主総会を招

集し、新株予約権の無償割当て実施に関する株主の皆様の意思を確認することがあります。

　当社は、こうした手続の過程について、適宜株主の皆様に対して情報の公表又は開示を行い、その透明性を確保

することとしております。

(c)有効期間

　本プランの有効期間は、平成23年６月23日開催の当社第85期定時株主総会終結後３年以内に終結する事業年度の

うち最終年度のものに関する定時株主総会終結の時までとしております。ただし、有効期間の満了前であっても、

当社株主総会又は当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議が行われた場合には、本プランは当該決議に従

い廃止されるものとします。

　本プランの詳細については、当社ホームページ（http://www.sanden.co.jp）をご覧ください。

　なお、当第３四半期会計期間末日現在における独立委員会の委員は以下のとおりです。

　　尾﨑英外（当社社外取締役）　土金琢治（当社社外監査役）　杉田義明（当社社外監査役）

　　江前公秀（当社社外監査役）

Ｄ．不適切な支配の防止のための取組みについての取締役会の判断の概要

　当社取締役会は、本プランが、「企業価値・株主共同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」

の要件を完全に充足していること及び経済産業省に設置された企業価値研究会が平成20年６月30日に発表した「近

時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」の内容も踏まえたものとなっていること、株主共同の利益の確

保・向上の目的をもって導入されていること、株主総会での承認により発効しており、株主意思を重視するもので

あること、独立性の高い社外者のみで構成される独立委員会の判断を重視し、独立委員会は必要に応じて独立した

第三者専門家の意見が取得できること、発動につき合理的な客観的要件を設定していること、デッドハンド型買収

防衛策及びスローハンド型買収防衛策ではないこと等の理由から、本プランが会社支配に関する基本方針に沿い、

当社の企業価値ひいては株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社経営陣の地位の維持を目的とするもの

ではないと判断しております。

　

（５）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、5,265百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

　種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 396,000,000

　計 396,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 140,331,565 140,331,565
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は1,000株でありま

す。

計 140,331,565 140,331,565 － －

　　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 140,331,565 － 11,037 － 4,453

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　①【発行済株式】

 （平成25年12月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － －

議決権制限株式

（その他）
－ － －

完全議決権株式

（自己株式等）
   普通株式 　 4,396,000 － －

完全議決権株式

（その他）
   普通株式  135,200,000 135,200 －

単元未満株式   普通株式     735,565 － －

発行済株式総数  　　　　   140,331,565 － －

総株主の議決権 － 135,200 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数２個）含まれてお

ります。

 　

②【自己株式等】

 （平成25年12月31日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）      

サンデン株式会社
群馬県伊勢崎市寿町

20番地
3,680,000 － 3,680,000 2.62

（相互保有株式）      

三和コーテックス株式会社
群馬県伊勢崎市波志

江町4138-1
200,000 － 200,000 0.14

株式会社三和
群馬県前橋市二之宮

町575-1
516,000 － 516,000 0.37

計 － 4,396,000 － 4,396,000 3.13

（注）当社は、当社の連結子会社である株式会社三和を完全子会社とする株式交換を平成25年11月１日付けで実施し、本

株式交換の対価として当社が保有する自己名義所有株式2,081,711株を割当交付しました。なお、上記には、本株

式交換による自己名義所有株式の変動は反映されておりません。　
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役

技術開発管掌

兼 自動車空調第一事業部

長　

常務取締役 技術開発管掌 蔭山　隆志 平成25年11月１日

　また、当社は執行役員制度を導入していますが、前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間にお

ける執行役員の異動は、次のとおりであります。

役職の異動

　常務執行役員　　坂本　誠一　　 欧州自動車事業統括　　　　　　　　　　　　 　（平成25年11月１日）

　　　　　　　　　　　　　　　 　兼 SANDEN INTERNATIONAL (EUROPE) LTD. COO　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　兼 自動車空調第三事業部長　　　

　　　執行役員　　神谷　弘 　　　自動車空調第一事業部 副事業部長 　 　　　　　（平成25年11月１日）

　　　執行役員　　Patrick Poon　 自動車空調第二事業部長　　　　　 　 　　　 　（平成25年11月１日）　　

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

 9/21



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。　

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,970 17,272

受取手形及び売掛金
※1 66,918 ※1 67,585

商品及び製品 20,179 22,273

仕掛品 8,160 9,029

原材料 13,197 13,938

その他のたな卸資産 3,091 3,928

繰延税金資産 3,588 3,628

未収入金 2,761 3,222

未収消費税等 3,728 4,101

その他 4,379 8,187

貸倒引当金 △1,025 △1,118

流動資産合計 144,950 152,047

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 20,015 23,091

機械装置及び運搬具（純額） 23,714 27,134

工具、器具及び備品（純額） 3,404 4,542

土地 20,004 19,125

リース資産（純額） 5,301 5,492

建設仮勘定 6,821 7,409

有形固定資産合計 79,262 86,797

無形固定資産

のれん 15 576

リース資産 167 158

その他 3,050 3,370

無形固定資産合計 3,233 4,105

投資その他の資産

投資有価証券 17,973 22,388

繰延税金資産 890 1,086

その他 1,291 1,631

貸倒引当金 △215 △214

投資その他の資産合計 19,940 24,891

固定資産合計 102,436 115,794

資産合計 247,387 267,842
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 44,594 49,873

短期借入金 52,747 51,433

1年内返済予定の長期借入金 12,651 15,175

未払金 7,965 8,050

リース債務 1,115 1,214

未払法人税等 1,106 636

賞与引当金 2,890 2,292

売上割戻引当金 366 627

製品保証引当金 1,377 1,562

その他 7,558 10,005

流動負債合計 132,373 140,871

固定負債

長期借入金
※2 53,149 ※2 53,955

リース債務 3,505 4,130

繰延税金負債 1,018 1,604

退職給付引当金 3,063 3,313

役員退職慰労引当金 179 179

環境費用引当金 558 577

負ののれん 18 －

その他 559 1,913

固定負債合計 62,052 65,674

負債合計 194,426 206,546

純資産の部

株主資本

資本金 11,037 11,037

資本剰余金 4,453 4,453

利益剰余金 39,855 39,775

自己株式 △2,197 △1,176

株主資本合計 53,149 54,089

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,821 2,890

繰延ヘッジ損益 113 △89

為替換算調整勘定 △5,433 320

その他の包括利益累計額合計 △3,498 3,121

少数株主持分 3,309 4,084

純資産合計 52,961 61,295

負債純資産合計 247,387 267,842
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 175,708 197,677

売上原価 148,763 164,797

売上総利益 26,945 32,880

販売費及び一般管理費 29,157 32,386

営業利益又は営業損失（△） △2,212 493

営業外収益

受取利息 45 47

受取配当金 116 151

為替差益 1,005 483

持分法による投資利益 1,319 2,054

その他 891 632

営業外収益合計 3,379 3,370

営業外費用

支払利息 1,648 1,816

その他 237 362

営業外費用合計 1,886 2,179

経常利益又は経常損失（△） △719 1,685

特別利益

固定資産売却益 27 107

投資有価証券売却益 0 0

社会保険料還付金 366 －

受取保険金 245 －

その他 10 1

特別利益合計 649 108

特別損失

固定資産処分損 126 142

その他 1 4

特別損失合計 127 147

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△196 1,646

法人税等合計 757 463

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△954 1,182

少数株主損失（△） △338 △196

四半期純利益又は四半期純損失（△） △615 1,378
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△954 1,182

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 124 1,065

繰延ヘッジ損益 △135 △203

為替換算調整勘定 1,004 4,694

持分法適用会社に対する持分相当額 △645 1,364

その他の包括利益合計 349 6,921

四半期包括利益 △605 8,104

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △276 7,998

少数株主に係る四半期包括利益 △329 105
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△196 1,646

減価償却費 6,749 7,443

賞与引当金の増減額（△は減少） △585 △898

貸倒引当金の増減額（△は減少） 37 △43

受取利息及び受取配当金 △162 △199

支払利息 1,648 1,816

持分法による投資損益（△は益） △1,319 △2,054

受取保険金 △245 －

売上債権の増減額（△は増加） 4,067 5,719

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,717 587

未収入金の増減額（△は増加） 906 △341

未払金の増減額（△は減少） 369 △180

未収消費税等の増減額（△は増加） 708 345

その他の流動資産の増減額（△は増加） 372 △1,125

仕入債務の増減額（△は減少） 902 1,802

その他 △1,253 △1,294

小計 7,281 13,223

利息及び配当金の受取額 449 394

利息の支払額 △1,668 △1,781

保険金の受取額 616 －

法人税等の支払額 △387 △1,595

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,290 10,240

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,502 △8,910

有形固定資産の売却による収入 190 1,561

無形固定資産の取得による支出 △568 △605

投資有価証券の取得による支出 △1,019 △218

その他 53 △247

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,846 △8,420

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額 △510 △4,984

長期借入れによる収入 19,553 10,999

長期借入金の返済による支出 △6,030 △9,207

リース債務の返済による支出 △940 △929

配当金の支払額 △1,021 △1,361

その他 △2 23

財務活動によるキャッシュ・フロー 11,050 △5,460

現金及び現金同等物に係る換算差額 357 941

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,851 △2,698

現金及び現金同等物の期首残高 14,842 19,961

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 11 －

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 20,705 ※1 17,263
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

連結の範囲の重要な変更

　当第３四半期連結会計期間において、重慶華恩実業有限公司の出資持分を新たに取得したため、同社を連結の範囲に

含めております。　

　

（会計方針の変更）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

減価償却方法の変更 　従来、当社および国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、定率法

（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物付属設備を除く）については定

額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しておりま

す。

　当社はグローバルに拡大する事業環境に対応するため、現地生産体制の強化・拡大を

進めてまいりました。一方、国内工場は技術開発と物づくりを担う生産体制の構築がほ

ぼ完了し、今後は安定的な稼動になると見込まれます。このことから、当社および国内

連結子会社においては、有形固定資産の減価償却方法を定額法に変更することで、有形

固定資産の使用実態をより適切に反映できると判断いたしました。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業

利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ247百万円増加しておりま

す。

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く場合には、「中間財務

諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）

に準じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等合計に含めて表示しております。

　

（四半期連結貸借対照表関係）

１．偶発債務

連結会社以外の会社で金融機関からの借入金他に対して下記のとおりの債務保証を行っております。

前連結会計年度（平成25年３月31日）

区分 金額

  （百万円）

債務保証 SANDEN AL SALAM LLC （  　6,057　　    千米ドル） 569

 沈阳三電汽車空調有限公司 （   11,865　      千人民元） 179

　 SANPAK ENGINEERING INDUSTRIES(PVT.)LTD. （699,737千パキスタンルピー） 671

 計  1,421
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当第３四半期連結会計期間（平成25年12月31日）

区分 金額

  （百万円）

債務保証 沈阳三電汽車空調有限公司 （ 　11,865       千人民元） 205

　 SANPAK ENGINEERING INDUSTRIES(PVT.)LTD. （636,998千パキスタンルピー） 636

 計  842

　

２．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形割引高 31百万円 －百万円

　

３．四半期連結会計期間末日満期手形

※１

　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

　　なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 293百万円 242百万円

　

　４．財務制限条項を付している債務　

※２

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

当社が、金融機関数社と締結しているシンジケートローン

契約の財務制限条項は次のとおりであります。

 平成23年９月16日契約（長期借入金のうち10,000百万

円）

（本契約における財務制限条項）

①各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結の貸

借対照表における純資産の部の金額（但し、為替換算調

整勘定については控除する）を直前の決算期（第２四半

期を含む）比70%以上かつ39,500百万円以上に維持する

こと。

②各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経

常利益が、平成24年３月期以降の決算期につき３期連続

して損失とならないようにすること。

 平成25年３月末現在において、当社は当該財務制限条項

に抵触しておりません。

当社が、金融機関数社と締結しているシンジケートローン

契約の財務制限条項は次のとおりであります。

 平成23年９月16日契約（長期借入金のうち10,000百万

円）

（本契約における財務制限条項）

①各年度の決算期及び第２四半期の末日における連結の貸

借対照表における純資産の部の金額（但し、為替換算調

整勘定については控除する）を直前の決算期（第２四半

期を含む）比70%以上かつ39,500百万円以上に維持する

こと。

②各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経

常利益が、平成24年３月期以降の決算期につき３期連続

して損失とならないようにすること。

 平成25年12月末現在において、当社は当該財務制限条項

に抵触しておりません。　

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

現金及び預金勘定 20,714百万円 17,272百万円

預金期間が３カ月を超える定期預金 △9 △9

現金及び現金同等物 20,705 17,263
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（株主資本等関係）

　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,025 利益剰余金

 
7.5　 平成24年３月31日 平成24年６月25日

　

　

　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,366 利益剰余金

 
10.0　 平成25年３月31日 平成25年６月24日

　

　
　
　

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注１）　
合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額(注
２)　

自動車
機器事業

流通シス
テム事業

計

売上高    　 　   

外部顧客への売上高 107,457 61,801　 169,258 6,450 175,708 － 175,708

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 107,457 61,801 169,258 6,450 175,708 － 175,708

セグメント利益

又は損失（△）
△3,752 2,593 △1,158 △1,053 △2,212 － △2,212

（注）１．「その他」の区分は、車両販売事業、住環境システム事業、電子事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

EDINET提出書類

サンデン株式会社(E01913)

四半期報告書

18/21



当第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント
その他

（注１）　
合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額(注
２)　

自動車
機器事業

流通シス
テム事業

計

売上高    　 　   

外部顧客への売上高 132,040 58,042　 190,083 7,594 197,677　 － 197,677　

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － － －

計 132,040 58,042 190,083 7,594 197,677　 － 197,677　

セグメント利益

又は損失（△）
1,205 1,309 2,515 △2,021 493　 － 493　

（注）１．「その他」の区分は、車両販売事業、住環境システム事業、電子事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

　「流通システム事業」セグメントにおいて、中国における追加出資に伴い、のれんが401百万円増加して

おります。「自動車機器事業」セグメントにおいて、中国における出資持分の取得および日本における株式

交換により、のれんが173百万円増加しております。

　
　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

　１株当たり四半期純利益金額

　又は四半期純損失金額(△)
△4円52銭 10円9銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)

                               （百万円）
△615 1,378

普通株主に帰属しない金額       （百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額

又は四半期純損失金額(△)       （百万円）
△615 1,378

普通株式の期中平均株式数         （株） 136,282,769 136,709,240

　(注)　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　

（重要な後発事象）

　当社は、確定給付退職金制度および確定拠出企業年金制度の二制度を採用してまいりましたが、労使の合意を経

て、平成26年１月28日開催の取締役会において、確定給付退職金制度を終了し、確定拠出企業年金制度に一本化す

ることを決定いたしました。

　なお、本改定による影響額につきましては、現在算定中であり記載しておりません。

　　　

２【その他】

 　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月７日

サンデン株式会社

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小尾　淳一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 足立　純一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鹿島　高弘　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンデン株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平成

25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンデン株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

　会計方針の変更に関する注記に記載されているとおり、会社及び国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間より一部

の有形固定資産の減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別

途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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